
主目的 4 17 2

副目的

款 項 目 大 中

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

女性と男性の意識改革につながる学習と人材育成を目的とした学習の機会を提供し、多く

の方に学んでいただくとともに、卒業生が地域アドバイザーとして男女共同参画社会の実現

を目指して出前講座等の啓発活動を行うことにより学んだことを地域に還元する。

内容

（手段）

○２５年度実施内容

・教養課程…１講座５回で２２講座開講(男女共同参画社会・小牧、時事問題を知るための

講座など)

・テーマ学習コース…１講座１０回で１講座開講（信長の夢・麒麟の城）

・専門課程…１講座１５回で開講（グループワークでヒューマンスキル（リーダーシップ、コミュ

ニケーション力）を磨く）

・ステップアップコース･･･1講座１０回で開講（地域アドバイザーになるために）

・公開講座…入塾式・修了式に２回開催

・特別講座…１講座３回で２講座開講（レッツ体験！小学校事業、尾張時代の信長を巡る）

・年間講座計画、講師との連絡調整、講座開催に伴う広報活動と事務処理（申込受付、名

簿作成、講座資料の用意）、当日の使用機器の調整、また塾生の単位認定と管理を行っ

た。

・「はじめの一歩」男女共同参画おたすけ隊としてグループ化した卒業生は、男女共同参画

普及員研修会、公民館のゆうゆう学級、男女共同参画フォーラム、林区男女共同参画事業

など６回、手作り紙芝居などを利用した市民の目線でわかりやすい出前講座を実施した。ま

まなび創造館

事業係
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男女共同参画

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

あらゆる分野への男女共同参画を促進します

3

平成１４年度

教育文化
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一般会計 担当課

事務事業名 市民大学こまきみらい塾運営事業

会計区分 事業類型 一般

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

受益者負担

Ｈ26予算額

（手段）

Ｈ23決算額

5,0033,879

0.50

など６回、手作り紙芝居などを利用した市民の目線でわかりやすい出前講座を実施した。ま

た、桃ヶ丘小学校５年生児童を対象に紙芝居を利用した出前講座を実施した。

　　【直接経費の内訳】

　　　講師謝礼（2,378千円）                         運営委員会委員謝礼（294千円）

　　　旅費（19千円）                                   食料費・印刷製本費（378千円）

　　　公開講座開催委託（955千円）               有料道路使用料（8千円）

◎平成２６年度実施内容

２６年度は、卒業生のためのステップアップコースを開講しない。

その他は、２５年度と同様に実施する。

　　【直接経費の内訳】

　　　講師謝礼（3,030千円）                         運営委員会委員謝礼（350千円）

　　　旅費（30千円）                                   食料費・印刷製本費（531千円）

　　　公開講座開催委託（1,030千円）            有料道路使用料（32千円）
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国・県支出金
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財
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対前年比

その他財源
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0

費用合計
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有

講座受講料（657,000円　　塾生年間5,000円、聴講生1講座1,000円（特別講座

は1講座500円））
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直接経費
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単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

公開講座受講者

H26H24

550

88

190
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事業の

達成状況

塾生数が目標値を達成していないものの、こまきみらい塾を通じて、男女共同参画の

周知や男女の意識改革につながっている。

ただし、男女共同参画社会の実現には、幅広い年齢層の受講と講座内容に工夫が必

要である。
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年年年年

度度度度

のののの

実実実実

事業実施におけ

る課題

男女共同参画を主とした事業からの転換や他課の類似事業との統廃合を含め、事業

のあり方を抜本的に見直す必要がある。

受講生の平均年齢が65歳で高いことから、人材育成を目的としているという点で幅広

い年齢層が参加できるプログラムを構成する必要がある。
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二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

こまきみらい塾は、男女共同参画社会の形成のためのものとした場合、その効果

は低く、経費もかけすぎであるため、廃止を含め、抜本的に見直しに向けた検討を

行うこと。

25年度に実施した経営分析の結果を基に改善に取組むこと。

縮　小

方向性の判定

事業を縮小・

廃止したときの

影響

判　定　理　由方向性の判定

維　持

平成25年度に開催したステップアップコースの修了生を「はじめの一歩」男女共同参

画おたすけ隊として男女共同参画普及啓発のための出前講座が実施できるように育

成する。
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方方方方

向向向向

性性性性

２７年度以降

の改善案

男女問わず、幅広い年齢層の方が受講しやすいようなプログラム内容、時間帯などを

分析し、講座を実施する。また、他課の類似事業との統廃合を含め、事業のあり方に

ついて見直しを進める。さらに、平成26年度策定予定の男女共同参画基本計画に基

づいた内容で検討する。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

い年齢層が参加できるプログラムを構成する必要がある。

受講者の平均年齢が65歳であるため、男女共同参画をベースにしながら、男女問わ

ず幅広い年齢層が参加できる魅力的なプログラム構成を検討する必要がある。

判定理由

市民の男女共同参画に関する学習の機会が少なくなり、意識が低下する。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２６年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

25年度に実施した経営分析の結果を基に改善に取組むこと。


